
2023年3月3日（金）
金沢工業大学／泉井良夫

izui@neptune.kanazawa-it.ac.jp

NII 国立情報学研究所
第62回「大学等におけるオンライン教育と
デジタル変革に関するサイバーシンポジ
ウム「教育機関DXシンポ」(3/3オンライン
開催）」
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/

扇が丘キャンパス

⽩⼭麓キャンパス
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自己紹介

l 1981年東京大学工学部電気工学科卒業
l 1986年東京大学大学院電気工学専攻博士課程修了。工学博士
l 1986年三菱電機株式会社入社。
電力システム、スマートグリッド・マイクログリッドなどの研究開発に従事

l 2018年金沢工業大学工学部電気電子工学科教授
エネルギーマネージメントの研究に従事
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金沢工業大学／キャンパス・アクセス・マップ

虎ノ門キャンパス扇が丘キャンパス

やつかほリサーチ
キャンパス 白山麓キャンパス
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地域産業

ICT基盤 福祉医療

エネルギー

「共創拠点：実証実験フェーズ」／地方創生研究所

地域における社会課題

インフラとしてのエネルギーが中心課題

キーワード：直流と熱
6
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エネルギーマネジメント／背景

再生可能
エネルギー

地産地消

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

エネルギー
レジリエンス

https://www.ipcc.ch/report/sixth-assessment-
report-working-group-i/
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北海道胆振東部地震
(2018/9/6(木))

ほっかいどういぶりとうぶじしん
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エネルギーマネジメント／社会実装による課題解決

カーボンニュートラルへ向けた
社会実装による、さらなる貢献

扇が丘キャンパス
（環境省補助事業）

×

白山麓キャンパス
（実証実験）

×連携企業
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EVチャージャ（普通）
EVチャージャ
（普通）

扇が丘キャンパス

EVによる電⼒輸送
（EV仮想配電線）

リモート監視制御

いちご
圃場

熱

教職員宿舎（DC給電）

太陽光発電

EVとEVチャージャ

バイオマス
システム

風力発電

直流制御
システム

スターリング
エンジン

熱電
発電

自転車発電

白山麓キャンパス

熱 熱

熱

DCDC

DC

DC

DC
DC

エネルギーマネジメント／白山麓／実証実験システム概要

直流の利活⽤

熱と電気の連携

EVの利活⽤
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コテージ
１０１太陽光発電

直流電⼒供給

熱エネルギーシェア

電気エネルギーシェア
直流

給⽔ﾀﾝｸ 発電機⽤ ボイラ⽤

給⽔回路
⽔道⽔

（井⼾⽔想定）

熱回収
冷却回路

バイオマスボイラシステム

スターリングエンジン、熱電発電
(バイオマス発電)

l 直流をベースにバイオマスも直接接続
l 熱は熱のまま利⽤、熱から作った電気で変動に対応
l EV仮想配電線機能で電気を物理的に運搬
l 地元産⽊材チップ活⽤で地域活性化 交直変換

交流

アシスト暖房

エアコン

➖
〜

PCSEV 定置型バッテリ

EMS

SCU

交流経由
温⽔暖房器

ベース暖房

温⽔供給直流電⼒供給 蓄エネ(⽊材チップ)

テレビ

電⼦レンジ
冷蔵庫

分電盤
Echonet/Lite

HUB

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ/PC Cloud/Server

Internet

PLC/Controller

HMI

直流をベースとした
熱と電気のエネルギー地産地消シェアモデル

エネルギーマネジメント／白山麓／実証実験システム概要
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エネルギーマネジメント／白山麓／社会への影響について

いしかわエコデザイン賞「サービ
ス領域／金賞」受賞(2021/12/6)

電気学会会誌の表紙と巻頭記事
に掲載(2020/2月号）

内閣官房「国土強靭化に資する
民間の取組事例」に選定(2020/4)

国土強靱化 

 

 

自分を守る！ ▶エネルギー供給の継続 自立・分散型システムを導入する 

014 
災害時でも自活できるエネルギーの供給モ
デルを考案 

取組主体 
学校法人金沢工業大学 

従業員数 想定災害 実施地域 

644 人 地震等 石川県 

 太陽光発電パネル、電気自動車、バイオマスボイラで電気と熱の自給自足を可能にすることで、災害時でも自活できる
エネルギー供給モデルを考案。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 地元企業との産学連携でクリーンなエネルギーシステムを構築 
 金沢工業大学は、平成 30 年に、複数の企業との産学連携によ
って、特定領域内における独自の自律的エネルギー供給網である
「熱電一体の再生可能エネルギーによるマイクログリッドシステム」を
構築し、実証実験を開始した。 

 同システムでは、大学キャンパス内の複数のコテージ等の屋根にソ
ーラーパネルを設置し、発電した電気を電気自動車に貯めて移動
させることにより、災害時には、キャンパス内であれば双方向充電
器を活用して電力利用が可能となる。 

 また、太陽光発電の不安定さの解消に活用するため、間伐材を活用したバイオマスボイラを導入し、クリーンで高効
率かつ安定的な熱と電気の供給と消費が可能となることを確認した。 

 家庭等に供給される商用電源は、一般的に交流電流（AC）で給電されており、自然災害等が発生した場合 1
か所でも影響が出ると広範囲に波及し、停電等を起こしてしまうリスクがある。しかし、同システムは直流電流
（DC）で給電しており、交流電流のように高度な需給バランスや送電インフラが不要のため、安定供給するための
制御が容易であり、災害時に商用電源からの供給が無くなった際も、一瞬たりとも停電することなく、自立運転に移
行できる。 

2 取組の平時における利活用の状況や効果 

  同取組は再生可能エネルギーベストミクスのコミュニティモデル実証実験として実施しており、非常時対応もさること
ながら、平時における再生可能エネルギーのシェア等、エネルギーの効率的な活用を目指している。 

 バイオマスには地元産の間伐材の木材チップを活用し、循環型モデルの実現にも取り組んでいる。 

3 現状の課題・今後の展開等 

  同大学は、同実証実験の成果を活用してもらうために広く公開し、地元企業を含めた多数の企業との産学連携を
進めることで、近隣地方から全国への展開、さらには世界（特に未だ電力インフラが整備されていない地域）への
展開を目指している。これにより、従来の電力システムの課題ともいえる、自然災害時の大規模停電発生の解決に
つなげていきたいと考えている。 

担当者の声 
 本学では、本実証実験の成果を広く活用してもらうために公開し、社会実装を目指した研究開発を進めています。本取
組の成果を発展させ、レジリエンス強化の実現に貢献できればと考えています。 

問合せ先 動画 
学校法人金沢工業大学 法人番号：2220005001911 
TEL：076-248-9504 FAX：076-248-9508 E-mail：kitor@kanazawa-it.ac.jp 

 

同システムのモデル 
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エネルギーマネジメント／白山麓／蓄電池充放電の自律分散型制御

蓄電池を制御

13

l リチウムイオン蓄電池で、再エネ変動を吸収
l 蓄電池を活用して、系統停電時、電力を自立供給

リチウムイオン
蓄電池システム
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エネルギーマネジメント／白山麓／EV仮想配電線実証実験

14

EVを充電している
扇が丘キャンパス

EVで電気を運び給電中
白山麓キャンパス

l EV（電気自動車）は、移動機能付き蓄電池
l 系統停電時には、EVを活用して、物理的に電力を輸送

EV仮想配電線
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エネルギーマネジメント／白山麓／太陽光発電量の予測

15

l 地産地消を念頭に、地域の特性（雪が大量に降る）を勘案
l 従来は未考慮の、パネル上積雪をAIで予測し発電量予測

太陽光発電は発電 従来は「発電する」と予測

晴れ 晴れ
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木材ペレット（学生作成）

バイオマスボイラ

熱配管

温水タンク

エネルギーマネジメント／白山麓／バイオマスシステム
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l 地元産の間伐材（木材チップ／ペレット）を燃料に活用
l 地域産業の活性化に貢献したい

l スターリングエンジン発電
l 熱電発電

電気（直流）
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イチゴ圃場バイオマスシステム

エネルギーマネジメント／白山麓／農業との連携

l 農業などの異分野連携で、電力・エネルギーと同時推進
l 地産地消を直流マイクログリッドを中核にして推進

カーボンフリー熱供給

学食のデザートへ
17
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金沢工業大学白山麓キャンパス
熱電連携DCマイクログリッド実証実験システム

D社B社

C社 E社A社

再生可能
エネルギー 地産地消

エネルギー
レジリエンス

l 実証実験場をオープンプラットフォームとして位置付け
l 産官学連携により、要素技術を第三者として評価検証
l 地域企業間の、さらなる発展へ向けた連携のお手伝い

エネルギーマネジメント／白山麓キャンパス

要素技術
評価検証

18

企業間の連携
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エネルギーマネジメント／社会実装による課題解決

カーボンニュートラルへ向けた
社会実装による、さらなる貢献

扇が丘キャンパス
（環境省補助事業）

×

白山麓キャンパス
（実証実験）

×連携企業
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エネルギーマネジメント／扇が丘／直流給電システム／イメージ

南校地

北校地

DC1500V
幹線

蓄電コンテナ

双方向EVチャージャ

20号館（体育館）
太陽光発電

蓄電コンテナ

蓄電コンテナ

5号館
太陽光発電

1号館

■地下道

6号館

■ライブラリーセンター

■情報処理サービスセンター

7号館

■自習室

5号館

■講義棟

13号館
■体育館20号館（体育館）

防災拠点

直流電力融通対象施設

太陽光発電システム

自
営
線

DC1500V幹線

DC380V幹線

黄色枠 橙吹出

凡例

金沢工業大学扇が丘キャンパス
直流給電システム

蓄電コンテナ

DC380V
幹線 県道

金沢工業大学扇が丘キャンパスにおける直流による共同事業の実施について
学校法人金沢工業大学、NTTアノードエナジー株式会社

2022年2月4日広報資料：
https://www.kanazawa-it.ac.jp/kitnews/2022/0204_ntt-ae.html
https://www.ntt-ae.co.jp/pdf/press20220204.pdf
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エネルギーマネジメント／扇が丘／直流給電システム／目的

金沢工業大学扇が丘キャンパスにおける直流による共同事業の実施について
学校法人金沢工業大学、NTTアノードエナジー株式会社

l脱炭素（CO2排出量の低減）
ü 再エネ導入と、直流供給

lエネルギーレジリエンス
ü 大学は地域の拠点避難所

21
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エネルギーマネジメント／扇が丘／直流給電システム／技術的特徴

金沢工業大学扇が丘キャンパスにおける直流による共同事業の実施について
学校法人金沢工業大学、NTTアノードエナジー株式会社

l 直流1,500V（高圧）の採用
ü 送電ロスを劇的に低減（DC380V比6%に）

l ループ系統の採用
ü 万一の系統事故時でも迂回送電可能

l 自律分散型制御の採用
ü 地産地消に適した蓄電池の充放電制御

22
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エネルギーマネジメント／扇が丘／さらなる展開（大学側の構想）

金沢工業大学
（環境省補助事業）

近隣地域への展開
（脱炭素地域の拡大）

地域リソースの活用
（蓄電所、地域再エネ）

24

l地域の「カーボンニュートラル」と「エネルギーレジリエンス」
l産官学で上記の推進と実現に貢献したい
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エネルギーマネジメント／産官学連携で地域課題からグローバルへ

さらに⽇本全体へ展開

再生可能エネルギーのベストミックス実証実験

オープンイノベーション
プラットフォーム

まずは北陸地⽅へ

産官学連携

https://mms.businesswire.com/media/20160328005293/ja/516227/5/2013LanternCambodia404.jpg?download=1

全世界、特に無電化地域等への
脱炭素・カーボンニュートラルの実現

産官学連携

26

さらに⽇本全体へ展開




